
平成 28 年度石川県原子力防災訓練におけるアンケート集計結果（避難者） 

 

 

１ 回収率 

  

 志賀町(人) 七尾市(人) 合計(人) 参考（前年） 

配布 257 295 552 581 

回収 244 251 495※ 509 

回収率(％) 94.9 85.1 89.7 87.6 

 

    ※ 回答者 495 人の内訳（性別） 

       男性 ・・・ 367 人（74.1%） 

       女性 ・・・ 128 人（25.9%） 

 

※ 回答者 495 人の内訳（年齢別） 

       60 歳以上     ・・・ 371 人（74.9%） 

40 歳以上 60 歳未満 ・・・ 103 人（20.8%） 

20 歳以上 40 歳未満 ・・・  14 人（ 2.8%） 

20 歳未満     ・・・   7 人（ 1.4%） 

 

２ アンケート集計結果 

 

（１）原子力防災訓練への参加回数は。 

 
 

志賀町(人) 七尾市(人) 
合計 

(人) 

比率 

(%) 

参考 

(前年%) 

今回が初めて 130 238 368 74.5 77.0 

何度か経験した 113 13 126 25.5 23.0 

(回答なし) 1 0 1 - - 

合計 244 251 495 100.0 100.0 

 

（２）今回の避難訓練での集合場所における市町職員等の対応はどうでしたか。 

 
 

志賀町(人) 七尾市(人) 
合計 

(人) 

比率 

(%) 

参考 

(前年%) 

良く対応していて問題

ない 
105 108 213 43.4 42.5 

おおむね満足している 97 86 183 37.3 31.9 

良くも悪くもない 33 52 85 17.3 20.8 

やや不満がある 
   

1.8 3.6 

大いに不満がある 0  1 0.2 1.2 

(回答なし) 2 2 4 - - 

合計 244 251 495 100.0 100.0 
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（３）今回、県が定めた避難計画要綱に基づいた避難先への避難訓練を実施しました。 

避難の経路や避難時間などについてはどのように感じましたか。 

 
 志賀町

(人) 

七尾市

(人) 

合計 

(人) 

比率 

(%) 

参考 

(前年%) 

特に問題はなかった 111 112 223 46.8 54.1 

多少時間がかかったが

やむを得ない 
111 118 229 48.1 39.5 

問題があった 16 
 

24 5.0 6.4 

(回答なし) 6 13 19 - - 

合計 244 251 495 100.0 100.0 

 

（４）避難の車内で、市町職員から発電所の事故について状況の説明をおこなっています

が、情報の伝達についてはどのように感じられましたか。 

 
 

志賀町(人) 七尾市(人) 
合計 

(人) 

比率 

(%) 

参考 

(前年%) 

情報はうまく伝達され

ていた 
160 198 358 92.3 85.3 

情報伝達はうまくでき

ていなかった 
14 

 
30 7.7 14.7 

(回答なし) 70 37 107 - - 

合計 244 251 495 100.0 100.0 

 

（５）今回の避難訓練における職員の対応や訓練内容についてはどう感じましたか。 

 
 

志賀町(人) 七尾市(人) 
合計 

(人) 

比率 

(%) 

参考 

(前年%) 

良く対応していて問題

ない 
96 97 193 42.8 38.2 

おおむね満足している 82 89 171 37.9 35.7 

良くも悪くもない 37 41 78 17.3 20.3 

やや不満がある 6 2 8 1.8 4.2 

大いに不満がある 0 1 1 0.2 1.5 

(回答なし) 23 21 44 - - 

合計 244 251 495 100.0 100.0 
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３ アンケート結果に対する参加機関の主な対応 

 

・避難訓練にて受付作業に多少時間を要したことについて、職員配置、業務内容などを検

証し、迅速な対応方法を検討する。 

 

・移動時の住民への情報提供不足について、職員配置を再検討するとともに、避難対応に

あたる職員へは、タウンメール等により事態の詳細を逐一知らせることで、住民の不安

を取り除けるように努める。 

 

・住民が避難行動を行うタイミングの周知徹底を図る。 

 

・同行職員によるスクリーニング会場での説明不足について、同行職員へ実施内容の周知

徹底を図る。併せて、現場では持参させたハンドマイクの使用を徹底する。 

 

・今後も、県の協力のもと、自家用車避難や海上避難の継続的な実施を図る。 

 


